
第
附
品
世

F・司

原

著
」.. 

日

高

問
問
六

（
第
参
時
伽

七
六
〉

連
鎖
状
球
菌
ノ
血
行
内
喰
菌
作
用
－
一
封
ス

含
有
類
脂
樫
ノ
影
響

ル
常
該
菌

京
都
帝
岡
大
島
・
留
島
・
部
外
科
撃
研
究
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

吉
岡

大
事
院
畢
生

響
皐
士

日

中
JC.、

男

〔
内
容
抄
録
〕
蓮
鎖
状
球
菌
ヲ
葡
荷
糖
及
ピ
一
t

グ
ソ
セ
リ
ノ
ン
」
加
肉
汁
四
十
八
時
間
培
養
ヨ
リ
遠
心
ジ
ア
採
リ
ア

0
・
八
五
%
’
食
轍
水
中
二
一
存

跡
セ
シ
メ
、
構
氏
六

O
度
二
十
分
間
ノ
加
熱
一
一
－
ア
殺
菌
ジ
、
ソ
レ
ヲ
甲
、
乙
、
丙
三
二
分
ジ
、
甲
A

其
惜
「
原
菌
液
」
（
菌
量
一
・

O
括
中
約

0
・

0
0七
耗
）
ト
ジ
ア
、
乙
・
丙
雨
液
－
一
A

等
量
ノ
依
的
児
ヲ
注
加
ジ
ア
約
三
十
分
間
振
盈
ジ
タ
Y
後
、
乙
A

葉
慌
依
的
児
ヲ
接
散
セ
ジ
メ
ア
「
依

振
商
液
」
（
商
量
一
・

O
路
中
約

0
・
0
0七
詫
）
ト
購
シ
、
丙
A

上
ノ
如
ク
振
最
シ
タ
Y
後
ニ
円
分
離
セ

Y
依
的
児
ヲ
取

y
去
y
「
脱
脂
菌
液
」
（
菌

量

7
0詫
中

0
・
0
1）六
六
五
括
）
ト
稿
ジ
ア
試
験
一
一
供
セ
リ
ノ
。

鴨
重
一
ニ

0
0乃
至
三
三

O
克
ノ
健
常
海
軍
、
ァ
一
群
三
頭
宛
ヨ
リ
ノ
成
Y

六
群
ニ
円
分
チ
、
第
一
群
ヨ

y
第
三
群
迄
ノ
モ
ノ
ニ
A

甲
・
乙
・
丙
ノ
可
検

材
料
ノ
同
量
ヲ
頭
静
脈
内
ニ
注
射
シ
、
爾
後
八
時
間
三
五

peプ
血
液
ヲ
検
査
シ
、
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ノ
増
減
ト
、
喰
菌
作
用
ノ
大

小
ト
ヲ
測
定
シ
タ
リ
。
究
－
一
第
四
群
ヨ

y
第
六
群
迄
ノ
健
常
海
炉
、
－
二
前
以
－
プ
「
蓮
鎖
朕
球
菌
コ
ク
チ
グ
ン
」
ヲ
三
・

O
詑
宛
一
回
限

y
腹
院
内

へ
注
射
シ
、
七
日
ヲ
経
過
セ

Y
後
－
一
至
η
ノ
ア
、
前
記
甲
・
乙
・
丙
ノ
可
検
材
料
ア
前
記
ノ
如
ク
注
射
シ
、
前
同
様
ノ
方
法
一
一
ア
白
血
球
総
数
ノ

増
減
ト
喰
菌
作
用
ノ
大
小
ト
ア
測
定
ジ
タ

y
。

主
（
質
験
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
各
菌
液
共
一
一
「
白
血
球
過
少
」
ヲ
惹
起
セ
ジ
メ
タ
u
y

ガ
就
中
「
股
脂
前
液
」
A

健
常
海
旗
－
一
於
ア
白
血
球
過
少
ノ
程
度

ガ
「
．
原
菌
液
」
及
ピ
「
依
振
菌
液
」
ヲ
以
－
プ
セ
w
y

場
合
－
一
比
シ
強
度
ナ
リ
ノ
キ
。
然
Y

－
一
喰
菌
作
用
二
ニ
者
中
最
小
ナ

y
キ
（
「
予
L
ノ
値
A

甲
ニ
ア
二

五
三
・
六
、
乙
ニ
ア
一
六
了
七
、
丙
ニ
ア
一
四
一
・
七
）
。

衣
ニ
見
疫
海
痕
ニ
一
於
7
4
t
亦
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
タ
Y
ガ
其
程
度
A

「
脆
脂
菌
液
」
ヲ
以
ア
ノ
場
合
最
モ
甚
ダ
シ
ク
、
而
モ
其
喰
菌
作
用
A

最



小
ナ

y
キ
（
「
予
」
ノ
値
A

甲
－
で
ア
二
八
六
・
八
、
乙

－一
ア
ニ

0
0
・
玉
、
丙
ニ
ア
一
五
六
・
八
）
。

健
常
及
ピ
免
疫
動
物
ニ
就
－
ア
喰
菌
作
用
ノ
大
小
ヲ
比
較
ス

Y
時
A

、
「
原
菌
液
」
及
ピ
「
依
振
菌
液
」
ヲ
以
－
プ
セ
M
Y

場
合
川
、
免
疫
動
物
ニ
於
ey

相
蓮
行
ジ
47
大
、
「
脱
脂
菌
碓
」
－
一
－
7
A
雨
者
ノ
間
ニ
大
差
ヲ
認
メ
難
カ

y
キ
。
郎
チ
「
脱
脂
菌
液
」

A
雨
者
－
一
一
於
ア
白
血
球
過
少
ァ
惹
起
セ
シ

ム
グ
’程
度
A

最
大
－
一
ア
而
モ
喰
菌
作
用
A

最
小
ナ

y
キ。

印
チ
「
類
脂
鱒
ヲ
多
少
－
一
ア
モ
股
却
セ
ラ
レ
タ
Y
菌
鰹
」
A

原
菌
鰹
－
一
比
シ
、
喰
燈
作
用
ヲ
蒙
Y
程
度
僅
微
－
一
シ
ア
従
e

プ
毒
カ
大
ナ
Y

モ
ノ

タ
Y

コ
ト
明
白
ト
ナ
レ
η
ノ
。
又
「
類
脂
鰭
ヲ
多
少
－
一
ア
毛
脱
却
セ
ラ
レ
タ
Y
菌
鰹
」
ガ
其
「
股
却
セ
フ
レ
タ
Y
類
脂
睦
」
ヲ
基
液
中
ニ
有
ス
M
Y

場

A
ロニ

A原
菌
鰹
－
一
於
ヶ

Y

ヨ
y
A
多
少
劣

p
居

v
ド
毛
「
類
脂
鰹
ヲ
多
少
一
一
－
ア
モ
股
却
セ
ラ
レ
タ

Y
菌
健
」
ノ
ミ
ノ
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
喰
櫨
セ
ラ

y

y
程
度
大
Y

モ
ノ
ナ
Y

ヲ
知
レ
リ
ノ
。

緒

言

鳥
潟
数
授
ニ
ヨ
？
ア
創
案
セ
－
ブ
レ
タ
Y
研
究
方
法
ア
以
，
プ
セ

Y
補
髄
結
合
反
感
ノ
所
見
－
一
様
レ
バ
、
補
健
ノ
結
合
ス

Y
作
用
－
一
A

楠
族
固
有

性
無
ク
、
皐
濁
ニ
ア
モ
種
々
ナ
Y
物
質
「
一
般
ニ
抗
原
ト
ナ

y
得
Y
物
質
」
一
一
附
帯
セ

Y
類
脂
龍
－
一向
ツ
ア
結
合
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
、
戚
作

抗
原
一
一
封
ジ
ア
λ

其
ノ
抗
原
側
類
脂
瞳
ニ
向
ツ
ア
補
韓
結
合
ガ
旺
盛
ナ
レ
ド
モ
補
樫
結
合
y
v
自
身
一
二
軍
濁
補
耀
結
合
ノ
場
合
ト
同
ジ
ク

種
族
固
有
性
無
キ
コ
ト
、
同
名
ノ
抗
原
ト
抗
鰹
ト
ノ
間
二
A

種
族
国
有
性
－
一
立
脚
ス

Y

「
特
殊
結
合
」
費
生
ス

Y
時
A

補
睦
ノ
之
ト
結
合
ス

y

量
ハ
抗
原
及
ピ
抗
韓
ノ
個
々
ニ
軍
濁
－
一
一
結
合
ジ
タ
Y
量
ノ
和
ヨ

y
モ
大
－
一
ジ
ア
且
ッ
其
ノ
結
合
A

主
ト
シ
ア
抗
原
側
類
脂
樫
ニ
向
ッ
ア
魚
骨
ノ

y
、
コ
ト
等
ノ
現
象
A

宛
モ
喰
細
胞
ガ
抗
原
ノ
種
族
ヲ
選
バ
ズ
如
何
ナ
Y
異
物
ア
モ
貧
喰
シ
、
又
成
作
セ
ラ
レ
タ
Y
抗
原
－
一
一
割
シ
ア
A

旺
盛
－
一

之
ヲ
貧
喰
ス

Y

コ
ト
、
戚
作
抗
原
（
戚
作
菌
鵠
）
一
一
劃
ジ
－
Y
A
抗
原
種
族
ノ
何
タ
U
F

ヲ
論
ゼ
ズ
喰
燐
作
用
旺
盛
ナ
レ
ド
喰
燐
作
用
ソ
レ
自
身
一
一

A

種
族
固
有
性
ナ
キ
コ
ト
等
ノ
現
象
－
一
匹
敵
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
ア
「
補
鰻
」
ト
「
喰
細
胞
L
ト
A

生
物
事
的
－
一
同
一
ノ
作
用
ヲ
替
矯
ス
U
Y

モ
ノ
ナ

η
ノ
ト
ノ
結
論
一
達
シ
タ

y
。
卸
チ
「
補
韓
」
λ

皐
克
「
流
動
性
溶
解
性
ノ
喰
細
胞
」
タ
Y

－
一
過
ギ
ズ
ト
ノ
見
解
一
一
鵠
着
セ
リ
ノ
（
鳥
潟
致
授
，
上
田
博

士
及
ピ
今
牧
博
士
論
文
盗
照
）
。

第
四
巻

F、
原

著、4

日

高

四
凶
七

（
第
参
貌

七
七
）



第
四
巻

，...、
原

著
w 

日

高

四
四
八

（
第
参
披

七
八
〉

而
シ
ア
補
韓
A

「
類
脂
惜
ア
取

y
去
－
ブ
レ
タ
Y
抗
原
L

－
一
向
ツ
－
7

A

殆
ン
ド
結
合
セ
ザ
Y
ガ
故
－
一
以
上
ノ
見
解
ガ
果
シ
－
ア
異
ナ
ラ
バ
細
菌
韓

ガ
喰
細
胞
－
一
ヨ

y
－
ア
貧
喰
セ
ラ
W
F

、
ニ
営
リ
ノ
ア
前
以
ア
葉
細
菌
鰻
ノ
保
有
ス

Y

類
脂
鰻
ヲ
除
去
シ
置
グ
時
A

喰
域
作
用
モ
亦
大
－
一
減
弱
ス
ペ

キ
筈
ナ
η
ノ
。
郎
チ
補
樺
ト
喰
細
胞
ト
ガ
生
物
準
的
作
用
上
同
格
ナ
Y

モ
ノ
ナ
ラ
バ
類
脂
鰐
ア
取
η
ノ
去
ラ
レ
タ

Y

細
商
館
一
一
向
ツ
ア
A

喰
細
胞

A

其
貨
喰
作
用
ア
脅
揮
シ
難
ク
ナ
Y
可
キ
筈
ナ

y
。
業
ノ
果
シ
ア
然
w
y

カ
否
カ
ヲ
究
ム

Y
所
ア
ラ
ン
ト
ア
低
－
一
石
本
氏
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌

ヲ
以
ァ
、
叉
山
本
氏
A

肺
炎
壁
球
菌
ニ
テ
夫
々
寅
験
ヲ
行
ヒ
類
脂
膿
ヲ
取

y
去
－
プ
レ
タ
Y

細
菌
穂
－
一
向
ツ
ア
A

喰
細
胞
A

其
喰
峨
作
用
ヲ
稜

揮

ジ
難
キ
毛
ノ
ナ
w
y

コ
ト
ヲ
明
カ
－
7
f－
7
0
m
－
ア
余
等
毛
亦
此
ノ
目
的
ノ
タ
メ
ニ
一
連
鎖
朕
球
蘭
ヲ
以
ア
衣
ノ
如
キ
賞
験
ヲ
行
ヒ
タ

y
o

供

E式

キオ

車ヰ

連
鎖
扶
球
関
四
十
八
時
間
葡
萄
糖
（
一

μ）
及
ピ
「
〆

9
セ
リ
ン
」
（

0
・
五
%
）
加
肉
汁
培
養
液
ヲ
遠
心
器
ニ
装
ヒ
遠
心
シ
ア
菌
鵠
ヲ
沈
澱
セ
シ

メ
上
被
液
ヲ
棄
ア
、
菌
櫨
ヲ
生
理
的
食
臨
水
ヲ
以
ア
敷
回
洗
糠
ス
。

斯
ノ
如
キ
操
作
ァ
雨
三
回
反
覆
し
V

タ
Y

－
一
菌
ノ
連
鎖
A

一
部
分
断
タ
レ
、
三
乃
至
五
個
佼
宛
連
鎖
セ

Y
菌
ノ
浮
瀞
液
ヲ
得
タ

7
0
此
ノ
如
キ

菌
液
ヲ
摘
氏
六
十
度
ノ
重
湯
煎
中
－
て
プ
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
U
J
h
p
u
y

後
脱
脂
綿
ヲ
透
、
過
セ
シ
メ
テ
濃
厚
均
等
ナ
Y
菌
浮
瀞
液
ヲ
得
タ

y

（了

。
括
中
ノ
蘭
量
約

0
・
0
0七
括
）
。
究
デ
之
ヲ
三
等
分
シ
ア
申
、
乙
、
丙
ト
ナ
ス
。
甲
A

葉
億
二
－
ア
基
準
菌
液
ト
ジ
ア
寅
験
ノ
用

ニ
供

ス
。
今
似

y

－
一
「
原
菌
液
」
ト
呼
プ
。
乙
及
ピ
丙
液
－
一
A

夫
々
等
量
ノ
依
的
児
ア
注
加
シ
ア
約
三
十
分
間
手
ヲ
以
ア
梢
々
強
ク
振
混
血
シ
タ

Y
後
、
乙
A

其
俄
上

清
依
的
見
ヲ
拾
ツ
w
y

コ
ト
ナ
ク
大
ナ
Y

「
ジ
ャ

1
レ
」
ニ
入
レ
、
丙
ハ
其
蘭
鰹
ノ
沈
下
ス

Y
ヲ
待
チ
－
プ
其
上
清
依
的
児
ア
拾
ア
タ

Y
後
大
ナ

y

「
ジ
ャ

1
レ
」
－
一
移
ジ
ア
、
乙
、
丙
液
共
三
ニ
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
二
入
レ
ア
依
的
児
ノ
就
寝
散
ジ
ア
其
臭
気
無
キ
－
ご
雫

y
－
プ
僻
卵
器
ヨ
リ
取

y
出

ジ
此
ノ
間
－
一
消
失
シ
タ

Y
水
分
ヲ
蒸
飽
水
・
一
－
ア
補
ァ
。
乙
液
ヲ
依
的
児
振
盈
蘭
液
又
λ

略
U
Zプ
恨

y
ニ
「
依
振
菌
液
」
、
丙
液
ヲ
「
脱
脂
菌
液
」

ト
耕
三
商
量
A

基
液
一
・

O
括
中
乙
液
A

約

0
・
0
0
七
托
ニ
ア
丙
液
A

約

0
・
0
0六
六
五
托
）
。
此
ノ
股
脂
ノ
程
度
A

勿
論
完
全
ナ

Y

コ
ト

能
A

ザ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
而
ジ
ア
余
等
ノ
賞
駿
ノ
目
的
エ
ハ
必
ズ
シ
モ
完
全

－
一
脱
脂
セ
ラ
レ
タ

Y

蘭
膿
タ

Y
ペ
キ
コ
ト
ヲ
必
要
ト
セ
ザ
グ
’ft
ノ

ナ

y
。
此
際
操
作
品
ヨ

y
－
プ
薗
量
ノ
減
少
ス

Y

コ
ト
ア
M
F

ガ
故
ニ
山
山
稜
材
料
A

成
u
y

可
ク
多
量
ナ

Y
ア
可
ト
シ
、
叉
振
盤
ノ
際
－
－
用
y
y
容
器



及
ピ
依
的
児
ヲ
稜
散
セ
シ
ム
w
y

タ
メ
－
一
周
ブ
MY

大
「
シ
ャ
ー
レ
」
ノ
内
一白
A

諜
メ
生
理
的
食
臨
水
ニ
ア
線
シ
置
ク
ヲ
可
ト
ス
。

海
環
ヲ
免
疫
ス
U
’
ニ
A

免
疫
元
ト
シ
ア
大
阪
鳥
潟
免
疫
研
究
所
－
一
ア
製
造
サ
レ
タ
Y
「
蓮
鎖
球
朕
菌
コ
ク
チ
グ
ン
」
ヲ
使
用
セ

9
0

責

験

方

法

鰻
重
コ
一

O
O
乃
至
三
三

O
瓦
ノ
海
狽
ヲ
一
群
三
頭
宛
ヨ
リ
ノ
成
Y
六
群
一
一
分
チ
、
第
一
群
ヨ

y
第
三
群
迄
A

前
慮
置
ヲ
施
ス
コ
ト
ナ
ク
健
常
ノ

憧
ラ
ア
用
ヒ
、
先
グ
各
群
共
四
一
一
環
メ
後
肢
皮
下
静
脈
ヨ
リ
採
血
ジ
ア
正
常
時
－
一
一
於
ケ

Y
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
シ
同
時
－
一
塗

抹
標
本
ヲ
製
ジ
タ

y
o
衣
デ
第
一
群
－
二
「
原
菌
液
L

7
、
第
二
群
一
一
A

「
依
的
見
振
輩
菌
液
」
ヲ
、
又
第
三
群
一
一
A

「
脱
脂
菌
液
L
ノ
各
一
・

O
耗

宛
冒
ノ
頭
静
脈
内
ニ
注
射
シ
、
以
後
三
十
分
、
一
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
及
ピ
八
時
間
目
ノ
五
回
ニ

一日
一
リ
ア
先
キ
ニ
作
リ
ノ
タ
Y
後
肢
皮
下
静
脈

創
ヨ
リ
ノ
採
血
ジ
ア
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
線
数
ヲ
計
算
シ
、
同
時
－
一
塗
抹
標
本
ヲ
製
ジ
ア
白
血
球
種
類
（
中
性
多
型
核
細
胞
ト
淋
巴
球
ノ
二

種
）
ノ
百
分
率
ト
、
菌
鰐
ヲ
包
喰
セ

Y
白
血
球
数
及
ピ
白
血
球
一
一

貧
喰
セ
ラ
レ
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菌
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－
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－
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－
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菌
液
」
7
、
第
五
群
－
一
A

「
依
的
児
振
最
菌
液
」
ヲ
、
叉
第
六
群
－
二
「
脱
脂
菌
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菌
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菌
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菌
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菌
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菌
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「
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脂
菌
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射
シ
タ
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場
合
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－
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加
シ
ア
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時
間
目
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一
達
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レ
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間
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漸
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減
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一
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線
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鐘
菌
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－
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－
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一
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一
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五
一
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九
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・
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件
い一
一は一
1
i一

七
四
大

0
一
五
六
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。
一
＝
一五
六

0
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一
四

0
一

五
六

0
0一
七
凶
問
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朋
一
臥
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第
四
血
管

F『

原

著
、」

日

高

四
五
八

（
第
参
抽
出

八
八
）

所

見

概

括

喰
菌
子
教
「
子
」
ノ
閥
係
ヲ
観
Y

－
一
一
割
照
的
ユ
健
常
動
物
－
一
「
原
蘭
液
」
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
二
三
十
分
目
ニ
念
－
一
一
増
加
ジ
ア
最
大

教
－
二
連
シ
、
一
時
間
目
ニ
A

稿
々
念
－
一
減
少
シ
、
二
時
間
目
ニ
A

司
成
η
ノ
増
加
シ
、
四
時
間
目
迄
漸
究
減
少
シ
、
八
時
間
目
迄
稿
々
急
－
一
減
少

セ
リ
ノ
（
第
三
国
曲
線
W
）
。
免
疫
動
物
－
一
「
原
菌
液
L
7
注
射
ゲ
タ
グ
場
合
－
二
三
十
分
目
ニ
念
－
二
増
加
ジ
、
三
十
分
目
ト
一
時
間
目
ト
A

殆
シ
ド

差
異
ナ
ク
、
二
時
間
目
ニ
ハ
少
シ
ク
増
加
シ
ア
最
大
教
ヲ
示
ジ
、
四
時
間
目
ニ
A

極
メ
ア
念
－
一
減
少
シ
、
八
時
間
目
迄
A

漸
次
－
一
減
少
セ
リ
h

第

三
国
曲
線
I
）
。
「
依
振
蘭
液
L
及
ピ
「
股
脂
菌
液
」
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

三
十
分
目
三
増
加
ジ
テ
最
大
教
－
一
達
シ
、
一
時
間
目
A

少
シ
グ
減

少
ジ
、
二
時
間
百
二
A

精
々
増
加
シ
、
四
時
間
目
迄
A

稽
急
－
一
減
少
ジ
、
八
時
間
目
迄
漸
究
減
少
セ
リ
ノ
（
第
三
闘
曲
線
H
及
ピ
凹
）
。
而
ジ
ア

喰
蘭
子
駿
「
子
」
ノ
飽
和
A

免
疫
動
物
－
弓
原
菌
液
」
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
A

、
二
八
六
・
八
（
第
五
表
）
ニ
ア
最
大
教
ヲ
示
ジ
、
健
常
動
物
－
一
掛
照

的
ニ
「
原
菌
液
L
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
二
、
二
四
三
・
五
（
第
四
表
）
－
一
ア
第
二
位
ヲ
占
メ
、
見
疫
動
物
－
一
「
依
振
菌
液
」
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
A

こ
0
0
・
五
（
第
六
表
）
ニ
ア
第
三
位
、
見
疫
動
物
－
二
脱
脂
菌
液
」
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
A

、
－
五
六
・
八
（
第
七
表
）
ニ
ア
可
成
時
ノ
大
差
ヲ
以
ア

最
低
位
ヲ
占
メ
タ

y
。

（二）
r’‘、

一、＿，，

血
液
軍
位
容
積
内
白
血
球
線
数
「
線
喰
」
ノ
推
移
ヲ
観
Y

ユ
何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
注
射
後
一
時
間
目
迄
A

稿
々
急
エ
減
少
セ

y
（
第
四
圃

盛
照
）
n

就
中
「
股
脂
菌
液
1

注
射
ノ
場
合
A

急
激
ナ

y
キ
（
第
四
闘
曲
線
M
）
。
夫
レ
以
後
免
疫
動
物
－
一
「
原
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

四
時
間
目
迄
漸

次
三
増
加
ジ
八
時
間
目
迄
A

漸
衣
減
少
ジ
（
第
四
国
曲
線
I
）
、
「
依
振
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

八
時
間
目
迄
漸
衣
増
加
シ
（
第
四
闘
曲
線
H
）、

「
股
脂
蘭
液
」
注
射
ノ
場
合
A

叉
二
時
間
目
ニ
A

極
メ
ア
念
品
増
加
シ
、
四
時
間
目
ユ
A

減
少
ジ
、
八
時
間
目
迄
A

漸
攻
増
加
ジ
最
・
モ
一
獲
化
－
一
富

ミ
タ
？
（
第
四
闘
曲
線
旧
）
。

封
照
ニ
健
常
動
物
－
一
「
原
菌
液
」
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
モ
一
時
間
目
迄
A

急
－
一
減
少
シ
二
時
間
目
迄
A

漸
衣
－
一
減
ジ
以
後
八
時
間
目
迄
A

漸

衣
ニ
増
加
セ

y
（
第
四
国
曲
線
W
）
。
葉
線
和
A

免
疫
動
物
－
一
「
原
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
二
－
＝

0
0
0
（
第
五
表
）
、
「
依
振
蘭
液
」
注
射
ノ
場
合

川
、
＝
九
二
八
O
（
第
六
表
）
、
「
脆
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
三
六
八
回
O
（
第
七
表
三
割
照
的

一一健
常
動
物
－
弓
原
菌
液
し
注
射
ノ
場
合
七



二
九
七

O
O
（
第
四
表
）
ナ

y
キ
o

而
ジ
ア
何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
各
検
血
時
－
一
一
於
ア
正
常
時
ヨ
リ
モ
白
血
球
ノ
過
少
ヲ
来
シ
タ
Y
ガ
ソ
ノ
過
少
程

度
A

「
股
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
－
一
最
モ
著
明
ナ
P
キ
。
郎
チ
其
過
少
数
A

「
原
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
六
二

O
O（
第
五
表
）
、
「
依
振
菌
液
」

注
射
ノ
場
合
七
五
二
八

O
（
第
六
表
）
、
「
脱
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
二
七
九
二

O
（
第
七
表
）
、
封
照
ニ
健
常
動
物
ニ
「
原
菌
液
」
ヲ
注
射
シ

タ
Y
場
合
A

、
五
七

O
O
（
第
四
表
）
ナ
リ
キ
。

所
見
綿
揺
並
ユ
考
察

以
上
ノ
賓
験
結
果
ノ
重
要
ナ
グ
’所
見
ヲ
列
記
ジ
ア
第
八
表
ヲ
得
、
更
－
一
喰
菌
子
敷
「
子
」
ノ
総
和
ヲ
曲
線
ヲ
以
ア
示
シ
第
五
圃
ヲ
得
タ
η
ノ。

（
二
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
「
線
喰
」
ノ
線
和
A

、
健
常
動
物
ニ
「
原
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
二
七
四
八

O
（
第
一
表
）
ニ
ア
最
大

ヲ
示
ジ
、
「
脱
脂
菌
液
L
注
射
ノ
場
合
っ
こ
四

O
ニO
（
第
三
表
）
ニ
ア
第
二
位
ヲ
占
メ
、
「
依
振
菌
液
ト
注
射
／
場
合
A

、
二
三
三

O
O
（
第
二

表
）
ニ
ア
最
小
ナ

y
キ
。
而
シ
ア
三
菌
液
共
－
一
何
レ
モ
白
血
球
ノ
過
少
ヲ
惹
起
セ
ジ
メ
タ
Y
ガ
其
過
少
程
度
λ

、
「
脱
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
最

モ
強
ク
ジ
ア
、
五
－
四

O
（
第
三
表
）
ノ
過
少
数
ヲ
一
不
シ
、
「
依
振
菌
液
」
之
－
一
究
ギ
ア
三
四
六

O
（
第
二
表
）
ノ
過
ゆ
敷
ヲ
示
シ
、
「
原
菌
液
L
注
射

ノ
場
合
最
モ
弱
ク
ジ
ア
－
二
六

O
（
第
一
表

－ノ
過
少
数
ナ
リ
キ
。

勝
呂
血
管
氏
ノ
研
究
－
一
様
V

バ
、
「
白
血
球
増
加
程
度
」
ト
「
抗
原
物
質
ノ
毒
力
」
ト
A

議
Y

一
定
度
マ
デ
A

雨
々
相
蓮
行
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
言

フ
。
若
シ
毛
白
血
球
総
数
「
穂
喰
」
ノ
総
和
ノ
大
ナ
Y

モ
ノ
ガ
、
白
血
球
増
加
程
度
ノ
大
ナ

y
ジ
ガ
タ
メ
ニ
大
ト
ナ
η
ノタ
Y

モ
ノ
ナ
ラ
バ
之
ヲ

惹
起
セ
ジ
メ
タ
Y
抗
原
ノ
毒
力
二
「
白
血
球
増
加
程
度
」
ノ
小
ニ
ジ
ア
「
総
喰
」
ノ
線
和
ヲ
小
ナ
ラ
シ
メ
タ
Y
抗
原
ノ
毒
力
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
ノ
ト

推
断
セ
ラ
Y
可
キ
ナ

y
。
而
シ
ア
余
等
ノ
賓
験
結
果
－
一
於
ア
「
線
喰
」
ノ
線
和
－
一
ノ
ミ
着
目
シ
他
ア
省
ミ
ズ
総
和
ノ
大
ナ
Y

モ
ノ
A

白
血
球
増

加
程
度
ノ
大
ナ
リ
ノ
ジ
ガ
タ
メ
ノ
結
果
ナ
ラ
ン
ト
推
察
シ
ア
毒
力
ヲ
論
ズ
Y
時
A

「
線
和
L
7
最
大
ナ
ラ
シ
メ
タ
y
「
原
菌
液
」
ガ
毒
力
最
モ
強
ク
、

「
股
脂
蘭
液
」
之
－
一
次
ギ
、
「
依
振
菌
液
」
ノ
夫
レ
ガ
最
モ
弱
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
理
解
ナ
Y
可
キ
筈
ナ
9
0

然
Y

－
一
余
等
ノ
賓
験
－
一
於
－
ア
A

三
菌
液
共
一
一
何
V

モ
正
常
時
ヨ

y
モ
白
血
球
ノ
過
少
ヲ
来
シ
、
「
総
喰
」
ノ
徳
和
ノ
大
ナ
叫
ノ
シ
ス
白
血
球
過

少
ヲ
来
ス
コ
ト
ノ
小
ナ
9
ジ
ガ
タ
メ
ノ
結
果
－
一
シ
ア
決
ジ
ア
白
血
球
増
加
程
度
ノ
大
ナ
リ
ノ
ジ
ガ
タ
メ
ノ
結
果
－
一
非
ザ
リ
ノ
ジ
コ
ト
ヲ
認
メ
タ

y
。

五

第
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日

官
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凶
五
九
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第
参
競

八
九
）
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一
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2 健常 イ表m的菌見 23300 ！ ー 161.7 8.58 
振液

6 免疫 同上 :;8.肖 8.53 
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7 免 Eを 同上 1弓］ 5.41 

繊
同
園
時
脚
球
N
N
K
J
一
潮
帰
第
鏑
賢
母
吋
司
4
u
p
同
判
蔵
前
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浮
き
濁
世
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M
両
氏
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血
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仲
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前

附
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惜

別

河

故
－
弓
総
喰
」
ノ
総
和
ノ
大
ナ
グ
’
毛
ノ
A

毒
力
モ
亦
大
ナ
リ
ト
シ
ア
原
則
的
－
一
一
判
断
ヲ
下
ス
コ
ト
月
余
等
ノ
賓
験
－
一
於
－
プ
A

不
常
ナ
U
F

ヲ
知
w
F

。

余
等
ノ
賓
験
－
一
於
ア
A

三
菌
液
共
ニ
海
底
－
一
割
到
シ
ア
λ

毒
力
過
大
－
一
失
uv

、
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
タ
レ
バ
過
少
ノ
程
度
ヲ
最
モ
強
ク
惹
起
セ

ジ
メ
タ
M
Y

抗
原
ヲ
以
ア
毒
力
最
大
ナ

9
ト
推
断
セ
ザ
Y

ぺ
カ
ラ
ズ
。
故
－
一
白
血
球
過
少
数
ノ
最
モ
多
キ
「
股
脂
菌
液
」
A

毒
力
モ
最
強
大
－
一
シ

，
プ
而
シ
ア
過
少
数
ニ
大
差
ナ
キ
「
原
菌
液
」
ト
「
依
振
菌
液
」
ト
二
番
力
略
々
同
一
ナ
リ
ト
推
断
セ
ラ
Y

ペ
キ
ナ

y
。
従
テ
依
的
児
一
ヨ
リ
ア
元
来



菌
鵠
ノ
保
有
セ
グ
類
脂
健
ヲ
多
少
共
浸
出
シ
去
p
h
p
u
y
蘭
液
（
股
脂
菌
液
）
A

類
脂
鰻
ア
保
有
セ
M
F

商
液
（
原
菌
液
説

一一
依
的
児
振
量
菌
液
）
ヨ

9
三
一
母
力
大
ナ
リ
ト
断
定
セ
ザ
グ
’
ペ
カ
ラ
ズ
。
此
ノ
断
定
λ

質
験
－
一
際
ジ
－
7

「
脱
脂
菌
液
」
ヲ
注
射
ス

Y
場
合
ニ
倹
程
ノ
注
意
ヲ
梯
A

ザ
V

バ

直
チ
ニ
海
底
ヲ
死
－
一
至
一
ブ
シ
ム

Y
ノ
事
貫
ト
ヨ
ク
符
合
ス
U
Y

モ
ノ
ナ

9
0

次
二
兎
疫
動
物
－
一
「
原
菌
液
」
ヲ
注
射
シ
タ

Y
場
合
ノ
白
血
球
総
数
「
線
喰
」
ノ
線
和
二
＝
こ

0
0
0
（
第
五
表
）
、
「
依
振
菌
液
」
注
射
ノ
場

合
つ
二
九
二
八

O
（
第
六
表
）
、
「
股
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
三
六
八
四

O
（
第
七
表
）
ナ
リ
ノ
キ
。
而
ジ
ア
封
昭
一
－
一
一
健
常
動
物
－
一
「
原
菌
液
」

ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

二
九
七

O
O（
第
四
表
）
ナ
リ
キ
。

叉
何
レ
ノ
場
合
ニ
モ
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
タ
Y
ガ
其
過
少
程
度
A

「
脱
脂
蘭
液
」
注
射
ノ
場
合
最
モ
強
ク
シ
ア
、
七
九
二

O
（
第
七
表
）
ノ
過
少

数
ヲ
示
シ
、
「
原
菌
液
」
之
－
一
矢
ギ
ア
、
六
二

O
O（
第
五
表
）
ノ
過
少
数
ヲ
示
シ
、
「
依
振
菌
液
L
注
射
ノ
場
合
最
モ
弱
ク
シ
ア
、
五
二
八

O
（第

六
表
）
ノ
過
少
数
ナ
リ
キ
。
究
－
一
一
割
照
ノ
健
常
動
物
ニ
「
原
菌
液
」
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
A

、
五
七

O
O（
第
四
表
）
ナ
リ
キ
。

郎
チ
見
疫
セ
U
F

海
棋
三
ニ
種
ノ
菌
液
ヲ
注
射
シ
タ
U
F

場
合
－
一
モ
「
股
脂
蘭
液
」
－
一
ヨ

9
－7
最
毛
一
般
ク
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
セ
シ
メ
ラ
レ
タ

y
。

従
ア
「
脱
脂
商
液
」
ノ
毒
力
ハ
最
大
ナ
ソ
ト
理
解
セ
ラ
Y
可
キ
ナ

9
0
健
常
海
棋
及
ピ
兎
疫
海
事
、
ノ
二
者
ヲ
比
較
ス

Y
時
A

、
白
血
球
過
少
数
A

兎
疫
海
撰
ノ
場
合
－
一
於
－
プ
三
菌
液
注
射
共
ニ
大
ナ
リ
ノ
ジ
ガ
之
A

兎
疫
海
混
A

菌
液
注
射
前
ヨ
リ
ノ
白
血
球
総
数
ガ
健
常
動
物
ノ
夫
レ
ョ
り
屯
蓬

二
多
カ
リ
ノ
ジ
ガ
タ
メ
ナ
η
ノ。

喰
菌
子
教
「
子
」
－
一
就
ア
観
Y

－
一
一
健
常
勤
物
－
一
於
ア
つ
「
原
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
－
二
「
子
」
ノ
総
和
二
こ
五
三
・
六
（
第
一
表
）
－
－

F

最
大
ヲ
一
不
シ
、
「
依
振
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
一
六
一
・
七
（
第
二
表
）
ユ
テ
第
二
位
ヲ
占
メ
、
「
股
脂
菌
液
」
注
射
ノ
場
合
A

、
－
四
一
・
七
（
第

三
表
）
ニ
ア
最
小
ヲ
示
ジ
タ

y
。

抑
毛
一
ー
依
振
菌
液
」
ト
A

「
原
菌
液
」
－
一
等
分
ノ
依
的
児
ヲ
加
へ
47
三
十
分
間
振
輩
ジ
、
其
億
依
的
児
ヲ
費
散
セ
シ
メ
タ
Y
菌
液
ナ
レ
バ
、
依
的

見
ヲ
加
ヘ
ア
振
量
ジ
タ
Y

2

ト
ユ
ヨ
リ
ノ
ア
一
日
一
菌
鰹
ヨ
リ
浸
出
セ
－
フ
レ
タ
Y
蘭
韓
国
有
ノ
類
脂
健
A

、
依
的
児
ノ
稜
散
－
一
ヨ

fア
再
ピ
以
前
ノ

如
ク
菌
鱒
内
へ

注
入
ス

Y

モ
ノ
ト
A

思
考
シ
難
シ
。
依
ツ
ア
浸
出
セ
ラ
レ
タ
w
y

類
脂
睦
A

其
偉
蘭
鱒
ト
共
－
一
同
一
基
液
中
－
一
浮
瀞
シ
居
Y

毛

，，、、

一一、.＿／
第
内
各

F『

原

善、4

日

苦言ー
『百1

問
占
ハ

（
第
参
競

九
一
）



第
問
答

F『

原

箸
』」

日

高

四_,__ 
／、

（
第
参
就

九
二
〉

ノ
ト
思
考
セ
ラ
Y
。
故
一
一
コ
A

畢
寛
脱
脂
菌
鰻
加
類
脂
韓
浮
前
液
ユ
ジ
ア
類
脂
鰹
ノ
絶
割
合
量
A

原
菌
液
ト
同
一
ナ
レ
ド
モ
其
ノ
配
置
ガ
菌

韓
内
ニ
A

一
部
減
少
シ
其
代

y
ニ
基
液
中
－
一
微
粒
子
ト
シ
ア
浮
瀞
セ
Y

モ
ノ
ト
考
フ
ペ
キ
ナ

9
0
然
Y

－
一
「
脆
脂
菌
液
」
A

依
的
児
ヲ
加
へ
－
プ

振
輩
シ
タ
Y
後
、
依
的
見
ヲ
除
去
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ
レ
バ
類
脂
髄
モ
亦
依
的
児
ト
共
ニ
除
去
す
レ
タ
Y

モ
ノ
ト
思
考
ス
ペ
キ
ナ
η
ノ
。
故
－
一
此
ノ
貫

験
結
果
A

究
ノ
事
質
ヲ
立
謹
シ
タ
Y

モ
ノ
ト
認
メ
得
ペ
ジ
。

郎
チ
非
特
殊
自
然
喰
菌
作
用
－
一
際
ジ
ア
喰
細
胞
ガ
菌
膿
ヲ
喰
櫨
ス

Y
ノ
勢
力
A

、
脱
脂
菌
健
ノ
ミ
ニ
一
割
シ
ア
A

、
原
菌
膿
又
A

原
菌
膿
ガ
失

ヒ
タ
Y
ダ
ケ
ノ
類
脂
鶴
ヲ
基
液
中
－
一
保
存
シ
居
Y
ガ
如
キ
扶
態
ノ
下
－
一
於
ケ
Y
脱
脂
蘭
鰹
ア
喰
嘘
ス
M
Y

場
合
－
一
比
シ
ア
明
白
ニ
・
小
ナ
Y

モ
ノ

ナ
リ
ノ
（
第
一
闘
曲
線
凹
）
。

非
特
殊
自
然
喰
菌
作
用
－
一
際
ジ
ア
「
類
脂
鰹
ヲ
多
少
共
浸
出
シ
去

y
タ
Y
蘭
鵠
」
ア
用
ヒ
k
y
u
y

場
合
一
一
喰
菌
作
用
降
下
セ

Y
事
買
っ
塑
濁
補

鵠
結
合
反
感
（

N
R
R
）
一
一
於
－
ア
類
脂
慨
ヲ
浸
出
シ
去
リ
タ
Y
試
験
物
質
ヲ
用
ヒ
タ
Y
場
合
ノ
所
見
ト
全
ク
一
致
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。

次
ユ
免
疫
動
物
二
於
ア
モ
亦
、
「
原
蘭
液
」
ヲ
以
－
ア
A

喰
菌
子
敷
「
子
」
ノ
総
和
A

、
こ
八
六
・
八
（
第
五
表
）
ニ
ア
最
大
ヲ
示
シ
、
「
依
振
菌
液

ヲ
以
ア
λ

、
こ

0
0
・
五
（
第
六
表
）
ユ
ア
第
二
位
ヲ
占
メ
、
「
脱
脂
菌
液
」
ヲ
以
－
7

A
、
－
五
六
・
八
（
第
七
表
）
ニ
ア
最
小
ヲ
示
ジ
、
封
照
タ

y

健
常
動
物
ガ
「
原
菌
液
」
ヲ
喰
蟻
ス

Y

ニ
営
η
ノ
ア
ノ
「
子
」
ノ
総
和
A

、
二
四
三
・
五
（
第
四
表
）
ナ
リ
ノ
キ
。
此
ノ
貫
験
結
果
モ
亦
、
細
菌
健
ノ
有
ス

y
類
脂
韓
ヲ
多
少
其
取
9
去
9
タ
Y
菌
穂
ヲ
「
同
名
ノ
細
菌
二
割
ジ
ア
前
以
ア
兎
疫
セ
ラ

ν
タ
w
F

動
物
」
ノ
血
行
中
ニ
注
入
シ
タ
w
y

場
合
／
喰

菌
作
用
A

、
同
一
商
時
ヲ
其
億
注
射
ジ
タ
Y
場
合
、
或
川
一
依
的
児
ニ
－
プ
振
最
シ
タ
U
Y

ノ
ミ
ノ
菌
韓
ヲ
注
射
シ
タ

Y

場
合
ヨ

y
モ
蓬
ニ
弱
小
ナ

y
コ
ト
ヲ
立
謹
ジ
得
タ
M
Y

モ
ノ
ト
調
ツ
可
シ
。

即
チ
「
類
脂
鰭
ヲ
前
以
ア
取
リ
去
－
フ
レ
タ
Y
商
鰹
」
－
一
向
ツ
テ
ノ
特
殊
喰
繭
作
用
A

「
類
脂
鶴
ヲ
保
有
セ

Y
原
商
館
」
－
一
向
ツ
ア
ノ
特
殊
喰
菌

作
用
ヨ
リ
ノ
モ
著
明
－
一
小
ナ
リ
キ
（
第
三
闘
曲
線
問
委
照
）
。
而
シ
ア
菌
鰹
ヨ
リ
取

y
出
＋
ノ
レ
タ
Y
ダ
ケ
ノ
類
脂
健
微
粒
子
ノ
存
在
ス
M
Y

恭
液
中

－一於－プ
A

此
ノ
股
脂
菌
膿
ノ
喰
菌
作
用
A

目
立
チ
ア
昂
進
シ
タ

y
。

此
ノ
特
殊
喰
菌
作
用
ニ
於
ケ
Y
「
喰
細
胞
L
d
N
「
抗
原
蘭
」
－
一
封
ス

Y
闘
係
七
特
殊
補
瞳
結
合
反
膳
（
E
R
R
）－一一於ケ
w
y

「
補
瞳
L

ガ
「
抗
原
」



t 
i活
必

－－山首ス
w
y

閥
係
ト
同
一
二
シ
ア
、
「
多
少
共
類
脂
鱒
ヲ
失
ヒ
タ
ル
抗
原
」
A

「
類
脂
鱒
ヲ
保
有
ス
M
F

抗
原
」
ヨ

y
宅
一
面
エ
ハ
補
髄
結
合
力
弱
小

二
ジ
ア
同
様
－
一
他
面
－
一
A

被
喰
燐
作
用
モ
亦
小
ナ
M
Y

モ
ノ
ナ

9
0
夏
－
一
進
y
Jア
健
常
動
物
ト
兎
疫
動
物
ト
ニ
就
ア
比
較
ス
山
戸
時
A

、
「
原
菌
液
」

及
ピ
「
依
振
南
液
」
注
射
ノ
場
合
一
一
一
於
ケ
M
Y

喰
菌
作
用
つ
相
卒
行
シ
ア
兎
疫
動
物
－
一
於
ア
大
－
一
シ
ァ
、
「
脱
脂
蘭
液
」
注
射
ノ
場
合
－
一
A

両
者

ノ
間
－
一
大
差
ヲ
認
メ
符
ザ

y
キ
｛
第
五
闘
参
照
）
。

以
上
ノ
所
見
－
一
従
ヘ
バ
、
（
二
脱
脂
商
臆
A

健
常
動
物
－
一
於
ア
宅
、
免
疫
動
物
－
一
於
ア
モ
共
ニ
喰
細
胞
－
一
合
（
喰
セ
ラ

y
y
コ
ト
最
モ
少
キ

ガ
故
、
従
47
抗
原
（
免
疫
元
）
物
等
F

V
－
プ
組
織
内
－
一
－
ア
利
用
セ
ラ
ケ
震
直
二
最
モ
不
通
常
ナ
Y
状
態
－
一
ア

Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。
（
二
）
喰
細
胞
A

「
商
鶴
岡
有
ノ
類
脂
鰻
ヲ
多
少
共
取
リ
ノ
去
－
フ
レ
タ
Y
抗
原
物
質
」
ヲ
バ
最
早
ヤ
食
喰
ス

Y

コ
ト
ヲ
好
マ
ズ
。
業
際
仮
令
「
喰
商
作
用
ヲ
替
マ
U
F

ペ

キ
組
織
液
」
中
－
一
A

見
疫
慮
置
－
一
ヨ
η
ノ
ア
特
殊
ノ
抗
鱒
ヲ
費
生
U
J

居
Y
ト
モ
、
喰
前
作
用
A

最
早
増
強
セ
ラ
レ
ザ
Y
ナ
サ
ノ
。
之
一
一
反
シ
「
原
菌

液
’」
ノ
如
ク
「
類
脂
鰻
ヲ
保
有
セ

Y
蘭
韓
」
、
及
ピ
「
依
振
蘭
液
」
ノ
如
キ
「
自
己
ノ
韓
中
ヨ
リ
ノ
浸
出
サ
レ
タ

Y
類
脂
耀
ノ
浮
瀞
液
中
－
一
在
Y
脱
脂

蘭
程
」
A

兎
疫
動
物
ノ
血
中
一
一
於
－
7

A

健
常
動
物
ノ
血
中
三
於
ケ
山
戸
ヨ
リ
モ
強
大
－
一
貧
喰
セ
ラ

Y
。

前
項
－
一
於
－
ア
依
的
児
－
一
ヨ

η
ノ
ア
多
少
共
南
関
固
有
ノ
類
脂
鵠
ヲ
取
9
去
－
フ
レ
タ
Y
所
調
「
股
脂
菌
液
」
ノ
毒
力
A

他
菌
液
ノ
夫
レ
ヨ
リ
ノ
モ
強

大
ナ
日
ノ
ト
記
シ
タ
M
F

ガ
、
本
項
－
一
一
於
ア
脱
脂
蘭
鰻
A

喰
細
胞
ヨ
リ
貧
喰
セ
ラ
レ
難
キ
毛
ノ
ナ
U
F

コ
ト
ヲ
明
－
プ
カ
ニ
シ
タ
v

j

、
「
脱
脂
菌
液
」
ノ

毒
力
ノ
顔
、
大
ナ
Y
所
以
A

忽
チ
氷
解
セ
ラ

Y
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。
即
チ
喰
細
胞
－
一
ヨ
リ
ア
脱
脂
菌
健
二
頁
喰
セ
ラ
レ
難
キ
ガ
故
－
一
活
動
性
ノ
億
－
一
ア

血
中
田
一
多
ク
残
リ
‘
進
ン
デ
高
等
ノ
細
胞
ヲ
犯
シ
中
奇
産
状
ヲ
稜
ス
M
Y

モ
ノ
ナ

9
。

由
来
動
物
性
毒
素
、
例
ヘ
バ
「
コ
プ
ラ
」
毒
素
ノ
加
キ
モ
ノ
A

之
ヲ
葉
催
動
物
、
ュ
注
射
ス

Y

時
A

動
物
A

紫
死
ジ
、
若
ジ
毒
素
－
一
類
脂
鰭
浮

瀞
液
ヲ
混
ジ
ア
注
射
ス
山
戸
時
A

動
物
ノ
死
滅
ア
免
カ

Y

、
A

人
ノ
能
ク
知
Y
所
ナ
ク
。
此
ノ
現
象
ノ
由
ア
起
Y
所
以
モ
余
等
ノ
貫
験
成
績
一
一
徴

ジ
ア
明
ラ
カ
ナ
ソ
。
此
ノ
場
合
－
二
「
依
振
菌
液
」
ト
「
股
脂
闘
液
」
ト
ノ
関
係
－
一
等
シ
ク
シ
ア
、
統
－
一
上
越
ノ
如
ク
「
脱
脂
菌
液
」
A

「
原
蘭
液
」

及
ピ
「
依
振
菌
液
」
ヨ

y
モ
喰
細
胞
－
一
ヨ
リ
ア
貧
喰
セ
ラ
レ
難
キ
ガ
故
－
一
、
「
コ
プ
ラ
」
毒
素
モ
亦
タ
葉
偉
－
一
－
7

A

喰
細
胞
ヨ
リ
貧
喰
セ
ラ

y
、

ヨ
ト
少
夕
、
貧
喰
セ
ラ
レ
ザ
グ
’毒
素
A

進
ン
デ
高
等
ノ
細
胞
ア
犯
ス
ガ
故
－
一
動
物
A

死
滅
ス
U
Y

モ
ノ
－
一
ア
、
「
毒
素
加
類
脂
館
浮
瀞
液
」

喰

第
附
血
管

F『

原

著
w 

日

古車r
fRJ 

阿
六

（
第
参
競

九
三
）

／ 



第
四
忠
信

F『

原

箸

日

守主r
恒I

四
六
四

（
借
用
参
披

九
四
）

細
胞
ヨ

y
貧
喰
セ
一
フ

Y

、
コ
ト
多
キ
ガ
タ
メ
ニ
毒
素
ノ
高
等
紬
胞
ヲ
侵
ス
モ
ノ
少
ク
従
ツ
ア
動
物
A

死
滅
ヲ
兎
カ
山
戸
、
モ
ノ
ナ

9
0

叉
普
通
ノ
細
蘭
樺
ヲ
類
脂
鱒
浮
排
液
ト
並
ハ
ニ
注
射
ス
山
戸
時
丹
、
免
疫
獲
得
ノ
程
度
二
菌
鰻
ノ
ミ
ヲ
注
射
ジ
タ

Y
場
合
ヨ
リ
モ
一
層
大
ナ
Y

コ
ト
A

人
ノ
知
Y
所
ナ

p
n
此
ノ
理
由
モ
亦
余
等
ノ
貫
験
結
果
ア
観
M
F

時
A

忽
チ
了
解
セ
ラ
Y

ペ
キ
筈
ナ

7
0
即
チ
細
菌
韓
ヲ
類
脂
瞳
浮
瀞
液

ト
共
存
セ
ジ
ム
U
Y

時
A

喰
細
胞
－
一
貧
喰
セ
ラ
u
y

、
コ
ト
、
ヨ

y
大
ナ
Y
ガ
瀦
－
一
ジ
ア
、
鳥
潟
数
授
ノ
年
来
唱
道
セ
ラ
Y

、
所
一
一
一
環
レ
バ
、
免
疫

獲
得
ノ
第
一
歩
A

免
疫
一
冗
ガ
贋
義
ノ
喰
細
胞
（
組
織
球
ヲ
モ
合
ム
）
ヨ

p
喰
燐
セ
ラ
レ
、
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事長田~ 【自重 榔］ ::rI ~屯 ill 4< 4< （事告昔私書長 ;:; 4く）

Dr. T. HIDAKA. 

〔Aus【！emLal》＜＞ra(,,1i111nder .Kai じltiruτg. l~『 niversilatsklinik, Kyut≪ (J'r,,f. llr. R. TORIKATA）〕

Eine beliebige Kochsalzaufsch¥1八三mmungvon Streptokokken, die von ピincrBouillonkultur abzentrifugiert nnd einrnal 

mittels NaCl-Losung gewaschen worden sind, wurde durch Erhitzung in einem Wasserbade bei・60'c wahrend ・'° 
Mim巾 nsterilisiert und in 3 gleiche Portionen geteilt. Ei問 erstePortion wird mit der Abkurzung: Or.ダ bじzeich恥 t

und bleibt bei Zimmertemperatur stehen. Eine zweite Portion wird mit der gleichen Quantitat reinen Aethers w;¥hrend 

ca. 30 Minuten mit der Hand geschuttelt und in einer grossen Schale bei 37cc so lange stehen gelassen, bis die 

Aufschwemmung nicht mehr nach Aether riecht. Die dabei verlorene Menge Wasser wurde nachtraglich mit H20 

ersetzt. Die so erhaltene Aufschwemmung bezeichnen wir mit der Abh1rzung : Aether-Orig. Die dritte Portion 

wird eben危llsmit dem gleichen Teile Aether gesch凸ttelt,um dann den ausgeschiedenen Aether zu beseitigen. Der 

Rest von Aether, welcher noch in der Aufschwemmung enthalten ist, wurde wie bei Aether-Or忽 ineinem Brutofen 

(37°C) ausgetrieben. Das auf diese Weise erhaltene U附 rsuchungsmaterial bezeichnen wir mit der Abkiirzung: 

Or.な.－Lp・，welches nati.irlich diejenige Aufschwemmu時 vonStreptokokken darstellt, von denen die Lipoide mehr oder 

weniger extrahiert worden sind. Meerschweinchen mit Korpergewicht von ca. 300 g wurden in 6 je aus 3 Tieren 

bestehende Gruppen geteilt. 

Eine erste Gruppe bekam Orな・， eine zweite Grupp Aet/1cr-01な.und eine 3・GruppeOrig. -Lp・； undzwar je in 

der Menge von I ,o cetn, also volumehrisch gemessen ca. 0,0::>7ー0,00665 ccm Erregerleiber, um den Gang der 

Pl吋ozytosebis zur 8. Stunde zu verfolgen. 

Die gleichsinnige Prufung wurde bei den ubrigen 3 Grupμen辻ngestellt,von denen die Tiere 7 Tage frLiher mit 

einer i.μ. Injektion von Koktoimmunogen von Streptokokken in der Menge von 3,0 ccm vorbehandelt worden waren. 

Die Versuchsergebnisse sind in folgender Tabelle zusammengestelltι 



:¥rt der Zahl von 
!'hogコ~侃z:tosen-Tiere warcn 八ufschれemmung l eul、日又ytenin lliffcrenz Phagnzytat. ])1什erenz
koe ztent 

von Streptokol＇、k日】 1,0 cmm 

Normal Orig. 27480 253,6 11,24 

Normal ，， 29700 2+3,5 l(),23 

lmmunisiert 
” 

31000 +z410 286,8 +38,3 11,65 

Nr》rmc.l Aether-Orig 23300 161,7 8,58 

11】rnrnnisierl ，， 29280 +5980 200,5 +38,8 8,53 

j¥ onnal (lng.ーl.p. 24020 141,7 7,40 

lrnmunisiert 
” 

36840 + 12820 156,8 + 15,1 5,41 

Es hat sich folgendes herausgestellt : 

r. bei Or，な.－Lp.war einerseits der grad der Leukopenie am grossten und andererseits der der Phagozytose am 

kleinsten, ohne dabei zu fragen, ob die Versuchstiere normal oder spezifisch immunisiert waren. 

2. Orな.-Lp.-Tiere bekamen somit einerseits die grosste Giftig keit und ergaben andererseits einen bei weitem 

kleinsten Phagozytose此 oe伍zientengegenuber den Orig-bzw. Aetlter-Orな．・Tzeren.

3. Entfettete Mikrobenleiber werden also viel schlechter phagozytiert als die nicht entfetteten originalen. Bei 

immunisierten Tieren macht sich diese Erscheinung in einer betrachtlichen Masse geltend als bei normalen. 

4. In Gegenwart von Lipoidteilchen wird der Prozess der Phagozytose der Mikroben gewissermassen befordert, 

wenn die Erreger auch teilweise entfettet worden sind. 

~m~ 【腿榊】 ロ憾 Ei.14(..¥J （総偽舗 ~.µ） 


